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               論   文   の   要   旨 
 




まずトウモロコシ (ハニーバンタム )、ハツカダイコン (赤丸廿日)、キュウリ (ときわかぜみどり)、コ




ALA による成育促進には Chl 含量と光合成活性の増加が関与しているとの報告があることから、トウモロ
コシの Chl含量を測定した。その結果、植物体の単位重量当たりの Chl含量への ALAの影響は認められなか
ったため、ALAによる成育促進効果には Chlの関与は小さいものと考えられた。次に ALAの窒素代謝への影
響を調査した。まず硝酸還元酵素 (NR) と亜硝酸還元酵素 (NiR) の活性を測定したところ、ALAが 90 µMま
での範囲で濃度依存的な NR活性の増加と 90～150 µMでの濃度依存的な減少が認められた。一方、NiRでは
150 µMまで ALAによる影響は認められなかった。このことから 90 µM までの ALAでは NR活性増加による窒
素代謝能の増加が起きている可能性を考え NH4+の定量を行った。その結果、NR活性と同様、90 µMまででは











窒素代謝により生じた NH4+は GS-GOGAT サイクルを経てアミノ酸へと同化されるため、窒素代謝能の変化
の指標として遊離アミノ酸の定量を行った。NR活性や NH4+含量等は処理 2日後に測定しており、処理 2日前
後の 90～150 µM ALAによる窒素代謝能への影響を調査するため、処理 1日と 3日後に測定した。その結果、
処理 1日と 3日後で共に 150 µMまでの範囲で ALA濃度依存的な遊離アミノ酸含量の増加が認められた。これ























平成 26年 1月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
